
芳名録の掲載について
※大正8年から昭和22年（芳名録第30巻）まで、本館創立以来約50年間分の記名者を記載する
※記帳事項は芳名録に記録されたもので、名刺や文章、絵、歌などの状況も記す

ただし著作権に関わるような形態の絵や歌、住所が特定できる番地などは掲載しない
※備考は本館で調査した加筆事項で、図書や新聞、インターネットの情報による
※文字が不明な場合は〓で表記する

備　考
月 日 職名など本館調査によるもの

T12 1923 1 10 沢村　専太郎 京都帝国大学助教授 東洋美術史研究
T12 1923 1 10 Y.Feenstra.Kuiper 歴史学者 蘭人　東洋学者　蘭公使館通訳官　＝コイペル　日本文化研究
T12 1923 1 12 藤堂　高紹 伯爵 藤堂家第13代当主
T12 1923 1 12 大村　純英 陸軍歩兵大佐 同行　大村藩第11代藩主の長男　伯爵大村純雄の養子　伯爵　のち陸軍少将
T12 1923 1 12 澤山　精八郎 長崎商業会議所副会頭 同行　のち貴族院議員
T12 1923 1 16 久保　尊徳 鹿児島商業学校
T12 1923 1 31 堀　義貴 総領事 駐米大使歴任
T12 1923 2 1 Surght　A　Saris
T12 1923 2 1 辻　幸三郎 広島高等師範学校教授 のち官立広島師範学校長

T12 1923 2 竹下　勇 第一艦隊司令長官
海軍中将　第1艦隊兼連合艦隊司令長官　のち海軍大将 呉鎮守府司令長官　軍事参議官
(来館日2月4日)

T12 1923 2 白根　熊三 第一艦隊参謀長 同行　のち中将　教育局長　兵学校長

T12 1923 2 小林　躋造 第三戦隊司令官
同行　のち海軍大将　ジュネーブ会議全権随員　第1艦隊兼連合艦隊司令長官　台湾総督
貴族院議員　国務大臣

T12 1923 2 漢那　憲和 伊勢艦長 同行　海軍大佐のち海軍少将　横須賀防備隊司令官　衆議院議員　衆議院議長
T12 1923 2 山本　吉徳 第一艦隊副官 同行　のち大佐
T12 1923 2 増島　忠雄 軍艦　日向 同行　のち大佐
T12 1923 2 小籏　巍 日向　水雷長 同行　のち大佐
T12 1923 2 新井　〓之助 多摩機関長 同行
T12 1923 2 吉岡　清 長門　水雷長 同行　のち大佐
T12 1923 2 加藤　信夫 多摩　主計長 同行
T12 1923 2 6 高橋　節雄 長門艦長 海軍大佐のち少将　佐世保防備隊司令　松江市長　横須賀市長
T12 1923 2 6 横見　補一 第一艦隊主計長 同行　のち少将　佐世保鎮守府主計長
T12 1923 2 6 〓〓〓郎 長門副長 同行
T12 1923 2 6 伊地知　四郎 長門機関長 同行　海軍機関中佐　のち海軍少将　鹿児島市長
T12 1923 2 6 氏家　孝次郎 長門軍医長 同行　のち海軍医少将　呉鎮守府軍医長
T12 1923 2 6 河西　金重郎 長門主計長 同行
T12 1923 2 6 田畑　啓義 第一艦隊参謀 同行　海軍少佐　のち海軍少将　佐世保鎮守府参謀長　砲術学校長
T12 1923 2 6 小出　捷 長門分隊長 同行
T12 1923 2 6 永松　勝 長門分隊長 同行　海軍機関大尉　のち海軍少将　佐世保艦船部長　海軍艦政本部造船造兵監督長
T12 1923 2 6 佐藤　寅治郎 長門分隊長 同行　海軍大尉　のち少将　駆逐艦艦長　駆逐隊司令
T12 1923 2 6 土師　秀雄 長門分隊長 同行　のち少佐
T12 1923 2 6 赤羽　銀次郎 長門分隊長 同行
T12 1923 2 6 間崎　霞 皇族附武官 同行　のち大佐　土佐勤王党間崎哲馬の孫　県立宿毛中学校初代校長
T12 1923 2 7 小田　俊輔 関門日日新聞社
T12 1923 2 7 八〓　熊一 東京報知新聞門司支局 同行
T12 1923 2 7 瀬尾　陸太郎 九州日報記者 同行
T12 1923 2 7 柳原　〓〓 福岡日日新聞門司支局 同行
T12 1923 2 7 平間　芳高 島原毎日新聞社 同行
T12 1923 2 7 笹田　鉄夫 門司新聞社 同行
T12 1923 2 7 瀬頭　三四郎 日本電報通信社 同行
T12 1923 2 7 町田　保三郎 報知新聞神戸支局 同行
T12 1923 2 7 高橋　寿太郎 球磨艦長 同行
T12 1923 2 7 矢幅　眞直 特許局事務官 同行
T12 1923 2 20 田原　禎次郎 台湾総督府府史編纂会 国際ジャーナリスト　ベルサイユ講和会議に出席　京津日日新聞創設　号：天南
T12 1923 2 26 南高来郡島原尋常小学校　職員児童百八名
T12 1923 2 26 南高来郡中木場尋常高等小学校　職員児童五十四名
T12 1923 2 26 油井　岱治 朝鮮総督府勧業模範場技師 養鶏に関する論文有り
T12 1923 2 26 高田　〓衣 神戸楠町
T12 1923 3 8 谷　信次 海軍編修書記
T12 1923 3 9 日下部　四郎太 東北帝国大学教授 地球物理学　信仰物理学
T12 1923 3 9 前田　末廣 長崎測候所長 彦根測候所長　温泉岳測候所建設提議
T12 1923 3 15 持地　六三郎 錦鶏間祗候 台湾総督府史料編纂委員会編纂部長　朝鮮総督府逓信局長
T12 1923 3 24 鮑　小游 神戸市下山手　麗精会 画家　麗精美術学院教授　本館で絵画展（22～25日）開催のため
T12 1923 3 24 鮑　曾麗銓 同行　作家　「西湖物語」
T12 1923 3 28 岡山　聖虚 日本画家　歴史画、宗教画　「日本二十六聖人」などはバチカンに献納
T12 1923 3 28 古澤　廣樹 同行　「石仏行脚　奈良を中心として」の著

T12 1923 3 30
Royer　Ray〓〓
〓〓f

T12 1923 4 7 山口　八九子 日本画家　日本南画院同人　本名：山口直信
T12 1923 4 7 塩見　〓嵐 同行
T12 1923 4 7 き〓〓〓〓〓 同行
T12 1923 4 7 片山　〓〓 同行
T12 1923 4 12 尚　昌 最後の琉球王尚泰の孫　侯爵　貴族院議員

T12 1923 4 12 同　百子
同行　尚昌の妻　大正期の女流画家団体朱葉会創立委員　最後の小倉藩主小笠原忠忱の
娘

T12 1923 4 12 津軽　照子 同行　歌人　朱葉会創立委員　口語・自由律の新短歌運動
T12 1923 4 12 満谷　国四郎 同行　洋画家　朱葉会顧問
T12 1923 4 13 二條　厚基 公爵 貴族院議員
T12 1923 4 24 山崎　達之輔 文部省普通学務局長 衆議院議員（政友会、昭和会、日本進歩党）　農商務大臣　農林大臣　逓信大臣
T12 1923 4 24 吉屋　信子 大正十二年晩春 作家　家庭小説
T12 1923 4 25 島津　長丸 男爵 島津一門宮之城家16代当主　鶴嶺女学校創立　貴族院議員
T12 1923 4 25 島津　澄子 同行　長丸の妻
T12 1923 4 26 木村　辰次 陸軍軍医監
T12 1923 4 30 富谷　鉄太郎 明治大学長法学博士 大審院院長　貴族院勅選議員
T12 1923 5 1 鎌田　栄吉 文部大臣 慶應義塾塾長　枢密顧問官　教科書調査会会長　帝国教育会長　教育視察のため来崎
T12 1923 5 3 古田　良一 神戸市史編纂員 歴史学者　東北帝大教授　東北史学会創立
T12 1923 5 4 坂本　須賀男 由良副長 のち中佐　軍艦迅鯨の進水式のため佐鎮長官栃内曽次郎ら由良で来崎
T12 1923 5 4 大澤　一介 由良砲術長 同行　のち大佐
T12 1923 5 4 玉井　三之助 由良分隊長 同行
T12 1923 5 4 吉川　〓〓 由良主計長 同行
T12 1923 5 4 酒井　慶三 由良分隊長 同行　のち少佐
T12 1923 5 4 室田　勇次郎 由良乗組 同行　のち大佐
T12 1923 5 4 鈴木　末七 〃 同行
T12 1923 5 4 殿塚　謹三 仝 同行　のち中佐　伊号潜水艦艦長
T12 1923 5 4 平田　太郎 同 同行　のち大佐
T12 1923 5 4 田中　豊吉 同 同行

T12 1923 5 4 菅沼　周次郎 海軍少将
佐世保鎮守府人事部長　西海学園創立者、理事長、校長　菅沼貞風の弟　軍艦迅鯨の進
水式のため来崎

T12 1923 5 4 四竃　孝輔 侍従武官 同行　海軍少将　大湊要港部司令官　のち海軍中将　伏見宮別当
T12 1923 5 4 齋藤　七五郎 海軍中将 同行　第5戦隊司令官　のち軍令部次長
T12 1923 5 4 小副川　敬治 由良艦長 同行　のち海軍少将
T12 1923 5 4 新田　義雄 海軍機関大佐 同行　のち海軍少将
T12 1923 5 4 冨田　貴一 海軍少佐 同行
T12 1923 5 7 馬　駘 中華民国十二年 清朝画家　上海芸術大学教授
T12 1923 5 7 周　家磬 同行
T12 1923 5 7 空　空 同行
T12 1923 5 9 勝沼　精蔵 愛知医科大学教授 血液学　脳波研究　名古屋大学総長　パリ講和会議の西園寺公望と同行
T12 1923 5 9 北村　一郎 　　同 同行　歯科　名古屋大学教授　長崎出身
T12 1923 5 9 新井　春次郎 東京慈恵会医科大学教授　医学博士 外科、解剖学
T12 1923 5 9 原　正 長崎医科大学助教授 同行　解剖学　日本医学専門学校教授
T12 1923 5 19 西　晋一郎 広島高等師範学校教授 倫理哲学　広島文理科大学教授
T12 1923 5 20 田中　長三郎 神戸市西須磨 農学　柑橘類系研究　東京農業大学教授　大阪府立大学教授
T12 1923 5 20 田中　優 同行
T12 1923 5 29 柳井　義男 大分県視学官
T12 1923 5 31 三井　〓〓 宮崎県西諸県郡書記 同行
T12 1923 5 31 財津　吉男 仝県児湯郡書記 同行　のち川南町長
T12 1923 5 31 甲斐　吉靖 仝県東臼杵郡書記 同行
T12 1923 5 31 京　鶴太郎 長崎県主事補 同行

T12 1923 6 1 佐藤　市彌 函館市若松尋常高等小学校長

T12 1923 6 1 下　啓助 大日本水産会理事 水産講習所所長
T12 1923 6 1 和智　熊太 長崎県技師 同行　水産試験場長
T12 1923 6 1 〓藤　〓一郎 長崎市夫婦川町 同行
T12 1923 6 9 河野　慎吾 東京市外代々幡　秦皮詩社 歌人　北原白秋の門下
T12 1923 6 9 大熊　長次郎 東京市外代々幡〓〓 同行　歌人
T12 1923 6 9 神代　護次 海軍大佐 潜水母艦迅鯨初代艦長　のち海軍少将
T12 1923 6 9 高野　順 海軍機関中佐 同行　のち海軍少将
T12 1923 6 9 勝野　実 海軍大尉 同行　のち海軍少将
T12 1923 6 9 成田　茂一 海軍大尉 同行　のち海軍少将
T12 1923 6 9 津田　源野 海軍大尉 同行
T12 1923 6 9 府録　東作 機関少佐 同行　のち海軍大佐
T12 1923 6 9 小野寺　丑蔵 海軍大尉 同行　のち海軍中佐
T12 1923 6 9 北川　保橘 海軍中佐 同行　のち駆逐艦朝風初代艦長
T12 1923 6 9 小澤　仙吉 機関大尉 同行　のち海軍中将
T12 1923 6 11 浅井　虎夫 福岡高等学校教授 中国法制史　日中関係史
T12 1923 6 12 伊藤　兼吉 台湾　台南州内務部長
T12 1923 6 13 佐藤　〓弘 島根県飯石郡田井村小学校長
T12 1923 6 16 古川　小古 神奈川県鎌倉扇ヶ谷
T12 1923 6 16 橋川　正 大谷大学教授 仏教史学
T12 1923 6 20 松山　基範 京都帝国大学教授 地球物理学　古地磁気学　山口大学初代学長
T12 1923 7 13 山崎　直方 東京帝国大学教授 人文地理学　地形学　日本近代地理学の父
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T12 1923 1 10 Y.Feenstra.Kuiper 歴史学者 蘭人　東洋学者　蘭公使館通訳官　＝コイペル　日本文化研究
T12 1923 1 12 藤堂　高紹 伯爵 藤堂家第13代当主
T12 1923 1 12 大村　純英 陸軍歩兵大佐 同行　大村藩第11代藩主の長男　伯爵大村純雄の養子　伯爵　のち陸軍少将
T12 1923 1 12 澤山　精八郎 長崎商業会議所副会頭 同行　のち貴族院議員
T12 1923 1 16 久保　尊徳 鹿児島商業学校
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T12 1923 2 竹下　勇 第一艦隊司令長官
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T12 1923 2 白根　熊三 第一艦隊参謀長 同行　のち中将　教育局長　兵学校長

T12 1923 2 小林　躋造 第三戦隊司令官
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T12 1923 2 6 〓〓〓郎 長門副長 同行
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T12 1923 2 6 田畑　啓義 第一艦隊参謀 同行　海軍少佐　のち海軍少将　佐世保鎮守府参謀長　砲術学校長
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T12 1923 2 7 小田　俊輔 関門日日新聞社
T12 1923 2 7 八〓　熊一 東京報知新聞門司支局 同行
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T12 1923 2 7 平間　芳高 島原毎日新聞社 同行
T12 1923 2 7 笹田　鉄夫 門司新聞社 同行
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T12 1923 2 7 矢幅　眞直 特許局事務官 同行
T12 1923 2 20 田原　禎次郎 台湾総督府府史編纂会 国際ジャーナリスト　ベルサイユ講和会議に出席　京津日日新聞創設　号：天南
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T12 1923 2 26 油井　岱治 朝鮮総督府勧業模範場技師 養鶏に関する論文有り
T12 1923 2 26 高田　〓衣 神戸楠町
T12 1923 3 8 谷　信次 海軍編修書記
T12 1923 3 9 日下部　四郎太 東北帝国大学教授 地球物理学　信仰物理学
T12 1923 3 9 前田　末廣 長崎測候所長 彦根測候所長　温泉岳測候所建設提議
T12 1923 3 15 持地　六三郎 錦鶏間祗候 台湾総督府史料編纂委員会編纂部長　朝鮮総督府逓信局長
T12 1923 3 24 鮑　小游 神戸市下山手　麗精会 画家　麗精美術学院教授　本館で絵画展（22～25日）開催のため
T12 1923 3 24 鮑　曾麗銓 同行　作家　「西湖物語」
T12 1923 3 28 岡山　聖虚 日本画家　歴史画、宗教画　「日本二十六聖人」などはバチカンに献納
T12 1923 3 28 古澤　廣樹 同行　「石仏行脚　奈良を中心として」の著

T12 1923 3 30
Royer　Ray〓〓
〓〓f

T12 1923 4 7 山口　八九子 日本画家　日本南画院同人　本名：山口直信
T12 1923 4 7 塩見　〓嵐 同行
T12 1923 4 7 き〓〓〓〓〓 同行
T12 1923 4 7 片山　〓〓 同行
T12 1923 4 12 尚　昌 最後の琉球王尚泰の孫　侯爵　貴族院議員

T12 1923 4 12 同　百子
同行　尚昌の妻　大正期の女流画家団体朱葉会創立委員　最後の小倉藩主小笠原忠忱の
娘

T12 1923 4 12 津軽　照子 同行　歌人　朱葉会創立委員　口語・自由律の新短歌運動
T12 1923 4 12 満谷　国四郎 同行　洋画家　朱葉会顧問
T12 1923 4 13 二條　厚基 公爵 貴族院議員
T12 1923 4 24 山崎　達之輔 文部省普通学務局長 衆議院議員（政友会、昭和会、日本進歩党）　農商務大臣　農林大臣　逓信大臣
T12 1923 4 24 吉屋　信子 大正十二年晩春 作家　家庭小説
T12 1923 4 25 島津　長丸 男爵 島津一門宮之城家16代当主　鶴嶺女学校創立　貴族院議員
T12 1923 4 25 島津　澄子 同行　長丸の妻
T12 1923 4 26 木村　辰次 陸軍軍医監
T12 1923 4 30 富谷　鉄太郎 明治大学長法学博士 大審院院長　貴族院勅選議員
T12 1923 5 1 鎌田　栄吉 文部大臣 慶應義塾塾長　枢密顧問官　教科書調査会会長　帝国教育会長　教育視察のため来崎
T12 1923 5 3 古田　良一 神戸市史編纂員 歴史学者　東北帝大教授　東北史学会創立
T12 1923 5 4 坂本　須賀男 由良副長 のち中佐　軍艦迅鯨の進水式のため佐鎮長官栃内曽次郎ら由良で来崎
T12 1923 5 4 大澤　一介 由良砲術長 同行　のち大佐
T12 1923 5 4 玉井　三之助 由良分隊長 同行
T12 1923 5 4 吉川　〓〓 由良主計長 同行
T12 1923 5 4 酒井　慶三 由良分隊長 同行　のち少佐
T12 1923 5 4 室田　勇次郎 由良乗組 同行　のち大佐
T12 1923 5 4 鈴木　末七 〃 同行
T12 1923 5 4 殿塚　謹三 仝 同行　のち中佐　伊号潜水艦艦長
T12 1923 5 4 平田　太郎 同 同行　のち大佐
T12 1923 5 4 田中　豊吉 同 同行

T12 1923 5 4 菅沼　周次郎 海軍少将
佐世保鎮守府人事部長　西海学園創立者、理事長、校長　菅沼貞風の弟　軍艦迅鯨の進
水式のため来崎

T12 1923 5 4 四竃　孝輔 侍従武官 同行　海軍少将　大湊要港部司令官　のち海軍中将　伏見宮別当
T12 1923 5 4 齋藤　七五郎 海軍中将 同行　第5戦隊司令官　のち軍令部次長
T12 1923 5 4 小副川　敬治 由良艦長 同行　のち海軍少将
T12 1923 5 4 新田　義雄 海軍機関大佐 同行　のち海軍少将
T12 1923 5 4 冨田　貴一 海軍少佐 同行
T12 1923 5 7 馬　駘 中華民国十二年 清朝画家　上海芸術大学教授
T12 1923 5 7 周　家磬 同行
T12 1923 5 7 空　空 同行
T12 1923 5 9 勝沼　精蔵 愛知医科大学教授 血液学　脳波研究　名古屋大学総長　パリ講和会議の西園寺公望と同行
T12 1923 5 9 北村　一郎 　　同 同行　歯科　名古屋大学教授　長崎出身
T12 1923 5 9 新井　春次郎 東京慈恵会医科大学教授　医学博士 外科、解剖学
T12 1923 5 9 原　正 長崎医科大学助教授 同行　解剖学　日本医学専門学校教授
T12 1923 5 19 西　晋一郎 広島高等師範学校教授 倫理哲学　広島文理科大学教授
T12 1923 5 20 田中　長三郎 神戸市西須磨 農学　柑橘類系研究　東京農業大学教授　大阪府立大学教授
T12 1923 5 20 田中　優 同行
T12 1923 5 29 柳井　義男 大分県視学官
T12 1923 5 31 三井　〓〓 宮崎県西諸県郡書記 同行
T12 1923 5 31 財津　吉男 仝県児湯郡書記 同行　のち川南町長
T12 1923 5 31 甲斐　吉靖 仝県東臼杵郡書記 同行
T12 1923 5 31 京　鶴太郎 長崎県主事補 同行

T12 1923 6 1 佐藤　市彌 函館市若松尋常高等小学校長

T12 1923 6 1 下　啓助 大日本水産会理事 水産講習所所長
T12 1923 6 1 和智　熊太 長崎県技師 同行　水産試験場長
T12 1923 6 1 〓藤　〓一郎 長崎市夫婦川町 同行
T12 1923 6 9 河野　慎吾 東京市外代々幡　秦皮詩社 歌人　北原白秋の門下
T12 1923 6 9 大熊　長次郎 東京市外代々幡〓〓 同行　歌人
T12 1923 6 9 神代　護次 海軍大佐 潜水母艦迅鯨初代艦長　のち海軍少将
T12 1923 6 9 高野　順 海軍機関中佐 同行　のち海軍少将
T12 1923 6 9 勝野　実 海軍大尉 同行　のち海軍少将
T12 1923 6 9 成田　茂一 海軍大尉 同行　のち海軍少将
T12 1923 6 9 津田　源野 海軍大尉 同行
T12 1923 6 9 府録　東作 機関少佐 同行　のち海軍大佐
T12 1923 6 9 小野寺　丑蔵 海軍大尉 同行　のち海軍中佐
T12 1923 6 9 北川　保橘 海軍中佐 同行　のち駆逐艦朝風初代艦長
T12 1923 6 9 小澤　仙吉 機関大尉 同行　のち海軍中将
T12 1923 6 11 浅井　虎夫 福岡高等学校教授 中国法制史　日中関係史
T12 1923 6 12 伊藤　兼吉 台湾　台南州内務部長
T12 1923 6 13 佐藤　〓弘 島根県飯石郡田井村小学校長
T12 1923 6 16 古川　小古 神奈川県鎌倉扇ヶ谷
T12 1923 6 16 橋川　正 大谷大学教授 仏教史学
T12 1923 6 20 松山　基範 京都帝国大学教授 地球物理学　古地磁気学　山口大学初代学長
T12 1923 7 13 山崎　直方 東京帝国大学教授 人文地理学　地形学　日本近代地理学の父
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年
氏　　　名

芳名

録巻



芳名録の掲載について
※大正8年から昭和22年（芳名録第30巻）まで、本館創立以来約50年間分の記名者を記載する
※記帳事項は芳名録に記録されたもので、名刺や文章、絵、歌などの状況も記す

ただし著作権に関わるような形態の絵や歌、住所が特定できる番地などは掲載しない
※備考は本館で調査した加筆事項で、図書や新聞、インターネットの情報による
※文字が不明な場合は〓で表記する

備　考
月 日 職名など本館調査によるもの

T12 1923 1 10 沢村　専太郎 京都帝国大学助教授 東洋美術史研究
T12 1923 1 10 Y.Feenstra.Kuiper 歴史学者 蘭人　東洋学者　蘭公使館通訳官　＝コイペル　日本文化研究
T12 1923 1 12 藤堂　高紹 伯爵 藤堂家第13代当主
T12 1923 1 12 大村　純英 陸軍歩兵大佐 同行　大村藩第11代藩主の長男　伯爵大村純雄の養子　伯爵　のち陸軍少将
T12 1923 1 12 澤山　精八郎 長崎商業会議所副会頭 同行　のち貴族院議員
T12 1923 1 16 久保　尊徳 鹿児島商業学校
T12 1923 1 31 堀　義貴 総領事 駐米大使歴任
T12 1923 2 1 Surght　A　Saris
T12 1923 2 1 辻　幸三郎 広島高等師範学校教授 のち官立広島師範学校長

T12 1923 2 竹下　勇 第一艦隊司令長官
海軍中将　第1艦隊兼連合艦隊司令長官　のち海軍大将 呉鎮守府司令長官　軍事参議官
(来館日2月4日)

T12 1923 2 白根　熊三 第一艦隊参謀長 同行　のち中将　教育局長　兵学校長

T12 1923 2 小林　躋造 第三戦隊司令官
同行　のち海軍大将　ジュネーブ会議全権随員　第1艦隊兼連合艦隊司令長官　台湾総督
貴族院議員　国務大臣

T12 1923 2 漢那　憲和 伊勢艦長 同行　海軍大佐のち海軍少将　横須賀防備隊司令官　衆議院議員　衆議院議長
T12 1923 2 山本　吉徳 第一艦隊副官 同行　のち大佐
T12 1923 2 増島　忠雄 軍艦　日向 同行　のち大佐
T12 1923 2 小籏　巍 日向　水雷長 同行　のち大佐
T12 1923 2 新井　〓之助 多摩機関長 同行
T12 1923 2 吉岡　清 長門　水雷長 同行　のち大佐
T12 1923 2 加藤　信夫 多摩　主計長 同行
T12 1923 2 6 高橋　節雄 長門艦長 海軍大佐のち少将　佐世保防備隊司令　松江市長　横須賀市長
T12 1923 2 6 横見　補一 第一艦隊主計長 同行　のち少将　佐世保鎮守府主計長
T12 1923 2 6 〓〓〓郎 長門副長 同行
T12 1923 2 6 伊地知　四郎 長門機関長 同行　海軍機関中佐　のち海軍少将　鹿児島市長
T12 1923 2 6 氏家　孝次郎 長門軍医長 同行　のち海軍医少将　呉鎮守府軍医長
T12 1923 2 6 河西　金重郎 長門主計長 同行
T12 1923 2 6 田畑　啓義 第一艦隊参謀 同行　海軍少佐　のち海軍少将　佐世保鎮守府参謀長　砲術学校長
T12 1923 2 6 小出　捷 長門分隊長 同行
T12 1923 2 6 永松　勝 長門分隊長 同行　海軍機関大尉　のち海軍少将　佐世保艦船部長　海軍艦政本部造船造兵監督長
T12 1923 2 6 佐藤　寅治郎 長門分隊長 同行　海軍大尉　のち少将　駆逐艦艦長　駆逐隊司令
T12 1923 2 6 土師　秀雄 長門分隊長 同行　のち少佐
T12 1923 2 6 赤羽　銀次郎 長門分隊長 同行
T12 1923 2 6 間崎　霞 皇族附武官 同行　のち大佐　土佐勤王党間崎哲馬の孫　県立宿毛中学校初代校長
T12 1923 2 7 小田　俊輔 関門日日新聞社
T12 1923 2 7 八〓　熊一 東京報知新聞門司支局 同行
T12 1923 2 7 瀬尾　陸太郎 九州日報記者 同行
T12 1923 2 7 柳原　〓〓 福岡日日新聞門司支局 同行
T12 1923 2 7 平間　芳高 島原毎日新聞社 同行
T12 1923 2 7 笹田　鉄夫 門司新聞社 同行
T12 1923 2 7 瀬頭　三四郎 日本電報通信社 同行
T12 1923 2 7 町田　保三郎 報知新聞神戸支局 同行
T12 1923 2 7 高橋　寿太郎 球磨艦長 同行
T12 1923 2 7 矢幅　眞直 特許局事務官 同行
T12 1923 2 20 田原　禎次郎 台湾総督府府史編纂会 国際ジャーナリスト　ベルサイユ講和会議に出席　京津日日新聞創設　号：天南
T12 1923 2 26 南高来郡島原尋常小学校　職員児童百八名
T12 1923 2 26 南高来郡中木場尋常高等小学校　職員児童五十四名
T12 1923 2 26 油井　岱治 朝鮮総督府勧業模範場技師 養鶏に関する論文有り
T12 1923 2 26 高田　〓衣 神戸楠町
T12 1923 3 8 谷　信次 海軍編修書記
T12 1923 3 9 日下部　四郎太 東北帝国大学教授 地球物理学　信仰物理学
T12 1923 3 9 前田　末廣 長崎測候所長 彦根測候所長　温泉岳測候所建設提議
T12 1923 3 15 持地　六三郎 錦鶏間祗候 台湾総督府史料編纂委員会編纂部長　朝鮮総督府逓信局長
T12 1923 3 24 鮑　小游 神戸市下山手　麗精会 画家　麗精美術学院教授　本館で絵画展（22～25日）開催のため
T12 1923 3 24 鮑　曾麗銓 同行　作家　「西湖物語」
T12 1923 3 28 岡山　聖虚 日本画家　歴史画、宗教画　「日本二十六聖人」などはバチカンに献納
T12 1923 3 28 古澤　廣樹 同行　「石仏行脚　奈良を中心として」の著

T12 1923 3 30
Royer　Ray〓〓
〓〓f

T12 1923 4 7 山口　八九子 日本画家　日本南画院同人　本名：山口直信
T12 1923 4 7 塩見　〓嵐 同行
T12 1923 4 7 き〓〓〓〓〓 同行
T12 1923 4 7 片山　〓〓 同行
T12 1923 4 12 尚　昌 最後の琉球王尚泰の孫　侯爵　貴族院議員

T12 1923 4 12 同　百子
同行　尚昌の妻　大正期の女流画家団体朱葉会創立委員　最後の小倉藩主小笠原忠忱の
娘

T12 1923 4 12 津軽　照子 同行　歌人　朱葉会創立委員　口語・自由律の新短歌運動
T12 1923 4 12 満谷　国四郎 同行　洋画家　朱葉会顧問
T12 1923 4 13 二條　厚基 公爵 貴族院議員
T12 1923 4 24 山崎　達之輔 文部省普通学務局長 衆議院議員（政友会、昭和会、日本進歩党）　農商務大臣　農林大臣　逓信大臣
T12 1923 4 24 吉屋　信子 大正十二年晩春 作家　家庭小説
T12 1923 4 25 島津　長丸 男爵 島津一門宮之城家16代当主　鶴嶺女学校創立　貴族院議員
T12 1923 4 25 島津　澄子 同行　長丸の妻
T12 1923 4 26 木村　辰次 陸軍軍医監
T12 1923 4 30 富谷　鉄太郎 明治大学長法学博士 大審院院長　貴族院勅選議員
T12 1923 5 1 鎌田　栄吉 文部大臣 慶應義塾塾長　枢密顧問官　教科書調査会会長　帝国教育会長　教育視察のため来崎
T12 1923 5 3 古田　良一 神戸市史編纂員 歴史学者　東北帝大教授　東北史学会創立
T12 1923 5 4 坂本　須賀男 由良副長 のち中佐　軍艦迅鯨の進水式のため佐鎮長官栃内曽次郎ら由良で来崎
T12 1923 5 4 大澤　一介 由良砲術長 同行　のち大佐
T12 1923 5 4 玉井　三之助 由良分隊長 同行
T12 1923 5 4 吉川　〓〓 由良主計長 同行
T12 1923 5 4 酒井　慶三 由良分隊長 同行　のち少佐
T12 1923 5 4 室田　勇次郎 由良乗組 同行　のち大佐
T12 1923 5 4 鈴木　末七 〃 同行
T12 1923 5 4 殿塚　謹三 仝 同行　のち中佐　伊号潜水艦艦長
T12 1923 5 4 平田　太郎 同 同行　のち大佐
T12 1923 5 4 田中　豊吉 同 同行

T12 1923 5 4 菅沼　周次郎 海軍少将
佐世保鎮守府人事部長　西海学園創立者、理事長、校長　菅沼貞風の弟　軍艦迅鯨の進
水式のため来崎

T12 1923 5 4 四竃　孝輔 侍従武官 同行　海軍少将　大湊要港部司令官　のち海軍中将　伏見宮別当
T12 1923 5 4 齋藤　七五郎 海軍中将 同行　第5戦隊司令官　のち軍令部次長
T12 1923 5 4 小副川　敬治 由良艦長 同行　のち海軍少将
T12 1923 5 4 新田　義雄 海軍機関大佐 同行　のち海軍少将
T12 1923 5 4 冨田　貴一 海軍少佐 同行
T12 1923 5 7 馬　駘 中華民国十二年 清朝画家　上海芸術大学教授
T12 1923 5 7 周　家磬 同行
T12 1923 5 7 空　空 同行
T12 1923 5 9 勝沼　精蔵 愛知医科大学教授 血液学　脳波研究　名古屋大学総長　パリ講和会議の西園寺公望と同行
T12 1923 5 9 北村　一郎 　　同 同行　歯科　名古屋大学教授　長崎出身
T12 1923 5 9 新井　春次郎 東京慈恵会医科大学教授　医学博士 外科、解剖学
T12 1923 5 9 原　正 長崎医科大学助教授 同行　解剖学　日本医学専門学校教授
T12 1923 5 19 西　晋一郎 広島高等師範学校教授 倫理哲学　広島文理科大学教授
T12 1923 5 20 田中　長三郎 神戸市西須磨 農学　柑橘類系研究　東京農業大学教授　大阪府立大学教授
T12 1923 5 20 田中　優 同行
T12 1923 5 29 柳井　義男 大分県視学官
T12 1923 5 31 三井　〓〓 宮崎県西諸県郡書記 同行
T12 1923 5 31 財津　吉男 仝県児湯郡書記 同行　のち川南町長
T12 1923 5 31 甲斐　吉靖 仝県東臼杵郡書記 同行
T12 1923 5 31 京　鶴太郎 長崎県主事補 同行

T12 1923 6 1 佐藤　市彌 函館市若松尋常高等小学校長

T12 1923 6 1 下　啓助 大日本水産会理事 水産講習所所長
T12 1923 6 1 和智　熊太 長崎県技師 同行　水産試験場長
T12 1923 6 1 〓藤　〓一郎 長崎市夫婦川町 同行
T12 1923 6 9 河野　慎吾 東京市外代々幡　秦皮詩社 歌人　北原白秋の門下
T12 1923 6 9 大熊　長次郎 東京市外代々幡〓〓 同行　歌人
T12 1923 6 9 神代　護次 海軍大佐 潜水母艦迅鯨初代艦長　のち海軍少将
T12 1923 6 9 高野　順 海軍機関中佐 同行　のち海軍少将
T12 1923 6 9 勝野　実 海軍大尉 同行　のち海軍少将
T12 1923 6 9 成田　茂一 海軍大尉 同行　のち海軍少将
T12 1923 6 9 津田　源野 海軍大尉 同行
T12 1923 6 9 府録　東作 機関少佐 同行　のち海軍大佐
T12 1923 6 9 小野寺　丑蔵 海軍大尉 同行　のち海軍中佐
T12 1923 6 9 北川　保橘 海軍中佐 同行　のち駆逐艦朝風初代艦長
T12 1923 6 9 小澤　仙吉 機関大尉 同行　のち海軍中将
T12 1923 6 11 浅井　虎夫 福岡高等学校教授 中国法制史　日中関係史
T12 1923 6 12 伊藤　兼吉 台湾　台南州内務部長
T12 1923 6 13 佐藤　〓弘 島根県飯石郡田井村小学校長
T12 1923 6 16 古川　小古 神奈川県鎌倉扇ヶ谷
T12 1923 6 16 橋川　正 大谷大学教授 仏教史学
T12 1923 6 20 松山　基範 京都帝国大学教授 地球物理学　古地磁気学　山口大学初代学長
T12 1923 7 13 山崎　直方 東京帝国大学教授 人文地理学　地形学　日本近代地理学の父
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芳名録の掲載について
※大正8年から昭和22年（芳名録第30巻）まで、本館創立以来約50年間分の記名者を記載する
※記帳事項は芳名録に記録されたもので、名刺や文章、絵、歌などの状況も記す

ただし著作権に関わるような形態の絵や歌、住所が特定できる番地などは掲載しない
※備考は本館で調査した加筆事項で、図書や新聞、インターネットの情報による
※文字が不明な場合は〓で表記する

備　考
月 日 職名など本館調査によるもの

T12 1923 1 10 沢村　専太郎 京都帝国大学助教授 東洋美術史研究
T12 1923 1 10 Y.Feenstra.Kuiper 歴史学者 蘭人　東洋学者　蘭公使館通訳官　＝コイペル　日本文化研究
T12 1923 1 12 藤堂　高紹 伯爵 藤堂家第13代当主
T12 1923 1 12 大村　純英 陸軍歩兵大佐 同行　大村藩第11代藩主の長男　伯爵大村純雄の養子　伯爵　のち陸軍少将
T12 1923 1 12 澤山　精八郎 長崎商業会議所副会頭 同行　のち貴族院議員
T12 1923 1 16 久保　尊徳 鹿児島商業学校
T12 1923 1 31 堀　義貴 総領事 駐米大使歴任
T12 1923 2 1 Surght　A　Saris
T12 1923 2 1 辻　幸三郎 広島高等師範学校教授 のち官立広島師範学校長

T12 1923 2 竹下　勇 第一艦隊司令長官
海軍中将　第1艦隊兼連合艦隊司令長官　のち海軍大将 呉鎮守府司令長官　軍事参議官
(来館日2月4日)

T12 1923 2 白根　熊三 第一艦隊参謀長 同行　のち中将　教育局長　兵学校長

T12 1923 2 小林　躋造 第三戦隊司令官
同行　のち海軍大将　ジュネーブ会議全権随員　第1艦隊兼連合艦隊司令長官　台湾総督
貴族院議員　国務大臣

T12 1923 2 漢那　憲和 伊勢艦長 同行　海軍大佐のち海軍少将　横須賀防備隊司令官　衆議院議員　衆議院議長
T12 1923 2 山本　吉徳 第一艦隊副官 同行　のち大佐
T12 1923 2 増島　忠雄 軍艦　日向 同行　のち大佐
T12 1923 2 小籏　巍 日向　水雷長 同行　のち大佐
T12 1923 2 新井　〓之助 多摩機関長 同行
T12 1923 2 吉岡　清 長門　水雷長 同行　のち大佐
T12 1923 2 加藤　信夫 多摩　主計長 同行
T12 1923 2 6 高橋　節雄 長門艦長 海軍大佐のち少将　佐世保防備隊司令　松江市長　横須賀市長
T12 1923 2 6 横見　補一 第一艦隊主計長 同行　のち少将　佐世保鎮守府主計長
T12 1923 2 6 〓〓〓郎 長門副長 同行
T12 1923 2 6 伊地知　四郎 長門機関長 同行　海軍機関中佐　のち海軍少将　鹿児島市長
T12 1923 2 6 氏家　孝次郎 長門軍医長 同行　のち海軍医少将　呉鎮守府軍医長
T12 1923 2 6 河西　金重郎 長門主計長 同行
T12 1923 2 6 田畑　啓義 第一艦隊参謀 同行　海軍少佐　のち海軍少将　佐世保鎮守府参謀長　砲術学校長
T12 1923 2 6 小出　捷 長門分隊長 同行
T12 1923 2 6 永松　勝 長門分隊長 同行　海軍機関大尉　のち海軍少将　佐世保艦船部長　海軍艦政本部造船造兵監督長
T12 1923 2 6 佐藤　寅治郎 長門分隊長 同行　海軍大尉　のち少将　駆逐艦艦長　駆逐隊司令
T12 1923 2 6 土師　秀雄 長門分隊長 同行　のち少佐
T12 1923 2 6 赤羽　銀次郎 長門分隊長 同行
T12 1923 2 6 間崎　霞 皇族附武官 同行　のち大佐　土佐勤王党間崎哲馬の孫　県立宿毛中学校初代校長
T12 1923 2 7 小田　俊輔 関門日日新聞社
T12 1923 2 7 八〓　熊一 東京報知新聞門司支局 同行
T12 1923 2 7 瀬尾　陸太郎 九州日報記者 同行
T12 1923 2 7 柳原　〓〓 福岡日日新聞門司支局 同行
T12 1923 2 7 平間　芳高 島原毎日新聞社 同行
T12 1923 2 7 笹田　鉄夫 門司新聞社 同行
T12 1923 2 7 瀬頭　三四郎 日本電報通信社 同行
T12 1923 2 7 町田　保三郎 報知新聞神戸支局 同行
T12 1923 2 7 高橋　寿太郎 球磨艦長 同行
T12 1923 2 7 矢幅　眞直 特許局事務官 同行
T12 1923 2 20 田原　禎次郎 台湾総督府府史編纂会 国際ジャーナリスト　ベルサイユ講和会議に出席　京津日日新聞創設　号：天南
T12 1923 2 26 南高来郡島原尋常小学校　職員児童百八名
T12 1923 2 26 南高来郡中木場尋常高等小学校　職員児童五十四名
T12 1923 2 26 油井　岱治 朝鮮総督府勧業模範場技師 養鶏に関する論文有り
T12 1923 2 26 高田　〓衣 神戸楠町
T12 1923 3 8 谷　信次 海軍編修書記
T12 1923 3 9 日下部　四郎太 東北帝国大学教授 地球物理学　信仰物理学
T12 1923 3 9 前田　末廣 長崎測候所長 彦根測候所長　温泉岳測候所建設提議
T12 1923 3 15 持地　六三郎 錦鶏間祗候 台湾総督府史料編纂委員会編纂部長　朝鮮総督府逓信局長
T12 1923 3 24 鮑　小游 神戸市下山手　麗精会 画家　麗精美術学院教授　本館で絵画展（22～25日）開催のため
T12 1923 3 24 鮑　曾麗銓 同行　作家　「西湖物語」
T12 1923 3 28 岡山　聖虚 日本画家　歴史画、宗教画　「日本二十六聖人」などはバチカンに献納
T12 1923 3 28 古澤　廣樹 同行　「石仏行脚　奈良を中心として」の著

T12 1923 3 30
Royer　Ray〓〓
〓〓f

T12 1923 4 7 山口　八九子 日本画家　日本南画院同人　本名：山口直信
T12 1923 4 7 塩見　〓嵐 同行
T12 1923 4 7 き〓〓〓〓〓 同行
T12 1923 4 7 片山　〓〓 同行
T12 1923 4 12 尚　昌 最後の琉球王尚泰の孫　侯爵　貴族院議員

T12 1923 4 12 同　百子
同行　尚昌の妻　大正期の女流画家団体朱葉会創立委員　最後の小倉藩主小笠原忠忱の
娘

T12 1923 4 12 津軽　照子 同行　歌人　朱葉会創立委員　口語・自由律の新短歌運動
T12 1923 4 12 満谷　国四郎 同行　洋画家　朱葉会顧問
T12 1923 4 13 二條　厚基 公爵 貴族院議員
T12 1923 4 24 山崎　達之輔 文部省普通学務局長 衆議院議員（政友会、昭和会、日本進歩党）　農商務大臣　農林大臣　逓信大臣
T12 1923 4 24 吉屋　信子 大正十二年晩春 作家　家庭小説
T12 1923 4 25 島津　長丸 男爵 島津一門宮之城家16代当主　鶴嶺女学校創立　貴族院議員
T12 1923 4 25 島津　澄子 同行　長丸の妻
T12 1923 4 26 木村　辰次 陸軍軍医監
T12 1923 4 30 富谷　鉄太郎 明治大学長法学博士 大審院院長　貴族院勅選議員
T12 1923 5 1 鎌田　栄吉 文部大臣 慶應義塾塾長　枢密顧問官　教科書調査会会長　帝国教育会長　教育視察のため来崎
T12 1923 5 3 古田　良一 神戸市史編纂員 歴史学者　東北帝大教授　東北史学会創立
T12 1923 5 4 坂本　須賀男 由良副長 のち中佐　軍艦迅鯨の進水式のため佐鎮長官栃内曽次郎ら由良で来崎
T12 1923 5 4 大澤　一介 由良砲術長 同行　のち大佐
T12 1923 5 4 玉井　三之助 由良分隊長 同行
T12 1923 5 4 吉川　〓〓 由良主計長 同行
T12 1923 5 4 酒井　慶三 由良分隊長 同行　のち少佐
T12 1923 5 4 室田　勇次郎 由良乗組 同行　のち大佐
T12 1923 5 4 鈴木　末七 〃 同行
T12 1923 5 4 殿塚　謹三 仝 同行　のち中佐　伊号潜水艦艦長
T12 1923 5 4 平田　太郎 同 同行　のち大佐
T12 1923 5 4 田中　豊吉 同 同行

T12 1923 5 4 菅沼　周次郎 海軍少将
佐世保鎮守府人事部長　西海学園創立者、理事長、校長　菅沼貞風の弟　軍艦迅鯨の進
水式のため来崎

T12 1923 5 4 四竃　孝輔 侍従武官 同行　海軍少将　大湊要港部司令官　のち海軍中将　伏見宮別当
T12 1923 5 4 齋藤　七五郎 海軍中将 同行　第5戦隊司令官　のち軍令部次長
T12 1923 5 4 小副川　敬治 由良艦長 同行　のち海軍少将
T12 1923 5 4 新田　義雄 海軍機関大佐 同行　のち海軍少将
T12 1923 5 4 冨田　貴一 海軍少佐 同行
T12 1923 5 7 馬　駘 中華民国十二年 清朝画家　上海芸術大学教授
T12 1923 5 7 周　家磬 同行
T12 1923 5 7 空　空 同行
T12 1923 5 9 勝沼　精蔵 愛知医科大学教授 血液学　脳波研究　名古屋大学総長　パリ講和会議の西園寺公望と同行
T12 1923 5 9 北村　一郎 　　同 同行　歯科　名古屋大学教授　長崎出身
T12 1923 5 9 新井　春次郎 東京慈恵会医科大学教授　医学博士 外科、解剖学
T12 1923 5 9 原　正 長崎医科大学助教授 同行　解剖学　日本医学専門学校教授
T12 1923 5 19 西　晋一郎 広島高等師範学校教授 倫理哲学　広島文理科大学教授
T12 1923 5 20 田中　長三郎 神戸市西須磨 農学　柑橘類系研究　東京農業大学教授　大阪府立大学教授
T12 1923 5 20 田中　優 同行
T12 1923 5 29 柳井　義男 大分県視学官
T12 1923 5 31 三井　〓〓 宮崎県西諸県郡書記 同行
T12 1923 5 31 財津　吉男 仝県児湯郡書記 同行　のち川南町長
T12 1923 5 31 甲斐　吉靖 仝県東臼杵郡書記 同行
T12 1923 5 31 京　鶴太郎 長崎県主事補 同行

T12 1923 6 1 佐藤　市彌 函館市若松尋常高等小学校長

T12 1923 6 1 下　啓助 大日本水産会理事 水産講習所所長
T12 1923 6 1 和智　熊太 長崎県技師 同行　水産試験場長
T12 1923 6 1 〓藤　〓一郎 長崎市夫婦川町 同行
T12 1923 6 9 河野　慎吾 東京市外代々幡　秦皮詩社 歌人　北原白秋の門下
T12 1923 6 9 大熊　長次郎 東京市外代々幡〓〓 同行　歌人
T12 1923 6 9 神代　護次 海軍大佐 潜水母艦迅鯨初代艦長　のち海軍少将
T12 1923 6 9 高野　順 海軍機関中佐 同行　のち海軍少将
T12 1923 6 9 勝野　実 海軍大尉 同行　のち海軍少将
T12 1923 6 9 成田　茂一 海軍大尉 同行　のち海軍少将
T12 1923 6 9 津田　源野 海軍大尉 同行
T12 1923 6 9 府録　東作 機関少佐 同行　のち海軍大佐
T12 1923 6 9 小野寺　丑蔵 海軍大尉 同行　のち海軍中佐
T12 1923 6 9 北川　保橘 海軍中佐 同行　のち駆逐艦朝風初代艦長
T12 1923 6 9 小澤　仙吉 機関大尉 同行　のち海軍中将
T12 1923 6 11 浅井　虎夫 福岡高等学校教授 中国法制史　日中関係史
T12 1923 6 12 伊藤　兼吉 台湾　台南州内務部長
T12 1923 6 13 佐藤　〓弘 島根県飯石郡田井村小学校長
T12 1923 6 16 古川　小古 神奈川県鎌倉扇ヶ谷
T12 1923 6 16 橋川　正 大谷大学教授 仏教史学
T12 1923 6 20 松山　基範 京都帝国大学教授 地球物理学　古地磁気学　山口大学初代学長
T12 1923 7 13 山崎　直方 東京帝国大学教授 人文地理学　地形学　日本近代地理学の父
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